


















































季節変動 S 傾向循環変動 TCI
刷、 2乗法 |傾向変動州
傾向変動T 循環不規則変動 CI
















































































































=1，2，.， n) とすると k次の自己相
関関数 rkは次のように表される。
rk=SOk/ (~VSk) (1) 
ただし，














































X(f) =S(f)V(f) ( 4) 
上記のことを周波数領域において言い替えれ
52 





=logIS(f) 1 +logIV(f) 1 
(5)の右辺の第 l項は， log IX(f) 1上の周期 l
fTの細かい波であり，第 2項は logIX(f)1 
の全体の包絡(外形)を表している。
ここで， 11ogX(f) 1をfの関数とみて， fに
ついて再度フーリェ変換する。フーリェ変換
をFで表すと，
F (1og 1 X (f) 1) 
=F(1ogIS(f) 1) +F(1ogIV(f) 1) (6) 












































































o 1 2 N-l 
周期的パルス系列
N-l 






=Sn(t)③~ o (t -nT) 
n=O 
N 












また p=(Q， 1， 2，....， N-1) 
k= (-N/ 2， -N/2 + 1 ，.
N/2 -1 ) 
(8)に対してDFTを行うと，
X(f) =V(f) (sin 2πfT(N/ 2)) 









F (1og I X(f) 1) = F (1og I V(f) 1) 



































































































運択して下さい' 点表示 (0) Or 線表示(1) = 1 
0.20， 



































































































































































































また， DFT処理はFF T (Fast Fourier 
Transform)の手法jとより，大幅な効率的な














































y2 (t) =X2 (t) +α2X2 (t-τ) + 2αx(t)x(t-r) 
上式のパワースペクトル密度はx(t)のパワースペクト
ル密度をφ(f)とすると
φ(f) ( 1 + 2αcos 2πfr+α2) 
この対数をとれば













Xt フィ lレ夕刊 I--- yt  
Yt=ZIXτVt-r 
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